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要約

はじめに
ブロイラーの処理前の取扱い中には、屠体の品質に影響する多くの要因があります。 
それらの要因を理解すれば、良好な飼養管理とウェルフェアを実践し、最適な屠体の
品質と鶏群の利益を得るための基礎が分かります。

餌切り
餌切り(消化管内容物を空にするための餌の除去)は処理場での糞便汚染のリスクを 
低下させます。屠殺予定時刻の8～12時間前に鶏群から餌を取り除くべきです。水は
捕鳥まで飲み続けられるようにするべきです。

餌切り処置は下記のように行わなければなりません：
トリのウェルフェアを常に考慮し、バランスのとれた方法で行います。
鶏群の通常の採食パターンを最後まで崩さないようにします。
トリが給餌器内の全ての餌を食べきるような時間に餌切りします。
過度の体重減少を起こさないように、消化管を空にします。

捕鳥
捕鳥中：

最小限の照度にし、急に照度を上げないようにします。
ヒートストレスを避けるために、換気を注意深くコントロールし調整します。
注意してトリを捕まえ、傷が付かないようにします。

捕鳥作業の明確なガイドラインを整え、定期的にモニターし、レビューするべきで
す。適切な作業員教育は必要不可欠です。

輸送
輸送は下記のような適切な車輌で行うべきです：

悪天候からトリを守り、適切な換気ができる。
現地のガイドラインまたは法律に則っている。

輸送中：
必要に応じて換気、暖房または冷房を使用します。
休憩、輸送距離と輸送時間を最小限にします。
現地のガイドラインまたは法律を固く守ります。

保管
処理場に到着した後、トリは涼しく環境の良いところに保管されなければなりま
せん。湿度、温度そしてトリが快適であるかを定期的にモニターし、屠殺前の保管
時間を最小限にするべきです。

結論
適切な処理前の取り扱いをすれば、農場から処理場への移行がうまくいき、トリの
ウェルフェア、屠体の品質と鶏群利益が最大となります。

ブロイラーの処理前の取扱い 
Dr. Rafael Monleon, Aviagen Veterinarian, Asia Region
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はじめに
処理前の取扱い、つまり屠殺前24時間のトリの管理は、ブ
ロイラーの解体処理前の極めて重要な行程です。このブロ
イラー飼養管理サイクルの最終ステージの中で、適正に行
われる作業手順(餌切り、捕鳥、輸送そして保管)が、トリ
のウェルフェア、屠体の歩留と等級、そして総合的な収益
性に実質的に影響を及ぼします。

餌切り
餌切りの目的は処理前に消化管内容物を空にさせるためで

す。餌切りは処理場での糞便汚染リスクを減少させ(写真1)

、その結果、収益性、製品の安全性および保存性が良くな

ります。また、汚染部位を除去または洗浄するため、屠体
の再処理をするための人件費も減らします。

写真1：処理ライン上で糞便汚染の形跡が見られない
　　　 綺麗なトリ

餌切り計画は定期的にモニターとレビューをします。もし
問題が発生すれば早急に修正しなければいけません。一般
的な目安として、処理予定時間の8～12時間前に、鶏群か
ら餌を取り除くべきです。

　　　ロステック – 処理前の取扱い, 2012月10月　　　

　　以降は1ページで要約したポイントの詳細です。

餌切り処置は最後まで鶏群の通常の採食パターンを崩さな
いようにし、そして常にトリのウェルフェアを考慮しなけ
ればなりません。捕鳥前に、トリが給餌器内の餌を食べ切
り、処理前の過度の体重減少を招くことなく消化管内容物
を空にするために十分な時間が必要です。農場(処理前の
体重減少について)、そして処理場(処理前の体重減少と嗉
嚢チェック、または糞便汚染の兆候ついて)でのトリの定
期的なモニタリングによって、餌切りプログラムが適切に
行われていることが確認できるでしょう。適切に餌切りが
行われた時、消化管がどのように見えるかを示した写真
は、付録1にあります。

消化管内容物が空になる速度は下記のような理由によって
影響されることがあります：
• 暗さ。 消化管が空になる速度は、暗いと遅くなります。

適切な空の消化管にするために、餌切り後少なくとも
4時間は点灯するべきです。

• 輸送モジュール内でのトリの保管。
一旦トリをモジュールに入れると、消化管が空になる速
度は遅くなります。餌切りをして4時間以内にトリを輸
送モジュールに入れることは避けます。

• 温度。
---  温度が高いと食下量は減りますが、飲水量が増え、
     その結果、糞便の粘度に影響し、消化管が空になる
     速度が速くなります。暑い時期には、餌切り期間を
     短くする必要があるかもしれません。
---  低い温度では、消化管が空になる速度と採食頻度は
     減少します( 16℃以下)。寒い時期には、餌切り期
     間を長くする必要があるかもしれません。

水は捕鳥まで飲み続けられるようにしなければいけませ
ん。水が無いと、トリは脱水状態になり、消化管は空にな
らないでしょう。しかしながら、もしトリが捕鳥前に5時
間以上餌を食べられなければ、飲水量が増加します。その
ため消化管内容物の水分量が増加し、処理場での屠体汚染
リスクが増加します。

餌切りの間、捕鳥班が到着するまで給餌器を降ろしたままに
すれば、敷料の採食を減らす効果があるかもしれません。餌
がなくなった後も、トリは敷料よりも空になった給餌器をつ
つくでしょう。

餌切りが始まった後は、鶏群を騒がさないことが重要です

(例えば、必要以上に鶏舎内を歩く、またはドアを開け

る)。

採食パターンおよび餌切り
鶏群中のトリは通常、決まった採食パターンを持つようにな
ります。快適な環境下で餌および水に絶えずアクセスできる
ブロイラーは、一日中一定の割合で採食および飲水を行いま
す。すなわち約4時間毎に餌を食べ、その4時間サイクルの間
に数回水を飲みます。

餌切り期間

餌が無い状態で鶏舎内にトリがいる時間

+ 
捕鳥時間

+ 
輸送時間

+ 
処理前の保管(一時収容所)区域での時間
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出荷前数日間、そしてより重要な輸送前24時間は、採食パ
ターンを変えるべきではありません。もし通常の採食パ
ターンが乱れ、特にもしトリが長時間エサを食べることが
できなければ、旺盛で抑制の効かない食べ方をするかもし
れません。不規則な採食は、消化管を空にすることが予測
できなくなり、食肉処理中に糞便汚染のリスクが増加する
でしょう。

採食パターンは多くの要因に影響され、適切な餌切り期間
を決める時には、それらの要因を考慮しなければなりませ
ん。

• 餌の食べやすさ。 もし餌量と給餌スペースが不十分
ならば、餌とスペースに対する競争が多くなり、採食
パターンに影響するでしょう。

• 光線。
トリは採食パターンを使用中の光線プログラムに合わ
せます。トリは暗いと餌を食べません。もし光線プロ
グラムを使用し、消灯時間が長すぎると、トリは餌を
食べられる時に大量の餌を食べます(代償性採食)。消
灯時間が長ければ長いほど、代償性採食が多くなるで
しょう。点灯開始と同時にすべての鶏が餌を食べたく
なるため、給餌器にトリが密集し、通常の採食パター
ンはさらに乱れるでしょう。光線プログラムを用いる
時は、十分な給餌給水スペースを確保することが重要
です。

• 温度。
高い環境温度は採食を減らし、一方、低い環境温度は
不規則な採食となるかもしれません。

懸鳥前に20～30羽のトリのクロップフィルを調べることは
採食パターンの変化が起きているかどうかを判断するため
に有用です。もし懸鳥時にサンプルの10％以上で嗉嚢が満
たされていたり、多くの餌が残っている嗉嚢が見られたり
すれば、おそらく採食パターンが乱れており、餌切りが不
適切でしょう。そのようなことが起こる原因を調査するべ
きです。

処理前の体重減少
餌切り中には消化管内容物がなくなるので、いくらかの体
重減少が起こるでしょう。しかしながら一旦消化管内の餌
が完全になくなれば、体重減少の割合は、体内の脂肪とタ
ンパク質(筋肉)の蓄えが代謝のために使用されるほど大き
くなります(処理前の体重減少または「生体目減り」として
知られる過程)。長すぎる餌切り時間は屠体歩留り、屠体の
品質と収益性に悪影響を与えることがあります。餌切りは
良好な食品の安全性を確保することと過度の体重減少を避
けることの間でバランスを取らなければなりません。

一旦消化管が完全に空になると、処理前の体重減少量は通
常、1時間当たり体重の0.1から0.5％の間です。体重減少が
起こる正確な量は次の要因によって変わります：

• 日齢。  体重減少は日齢が進んだトリの方が大きくな
るでしょう。

• 性別。  体重減少はオスの方が大きくなるでしょう。

• 舎内温度。 体重減少は極端な温度(高くても低くて
も)で大きくなるでしょう。

• 餌切り前の採食パターン。
もし餌切り前に採食パターンが変更させられたり、乱
されたりすると、トリによる消化管内容物の量のバラ
ツキが増加するでしょう。

• 輸送モジュール内にトリがいる時間の長さ。
輸送モジュール内にトリがより長くいればいるほど、
体重減少はより大きくなるでしょう。

• 保管温度。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
保管温度が高いと、体重減少につながります。

体重減少を推定するための簡単かつ効果的な方法は、下記

のように処理前の取扱い各段階で20～30羽のサンプルに目

印を付け、体重を量ることです。(全段階を通じて同じトリ

を量ります。)：

• 捕鳥準備(餌切りを含む)。 　　　　　　　　　　　　
捕鳥4時間前にトリの体重を量ります。

• 捕鳥から輸送。 　　　　　　　　　　　　　　　　
農場から輸送車輌が出発する直前に体重を量ります。

• 輸送から保管。 　　　　　　　　　　　　　　　　
処理場に到着した時に体重を量ります。

• 保管から処理。 　　　　　　　　　　　　　　　　
懸鳥直前に体重を量ります。

もし体重減少が各工程のどのポイントであっても予想よりも
大きければ(過去の記録を基に)、その理由は調査するべきで
あり、餌切りプログラムを適切に修正します。

例
利益に対する処理前体重の影響

前提：
処理日齢 = 42日齢
体重 = 2768 g
週間処理羽数 = 100万羽 　　　　　　　　　
　生鳥価格 = 体重1 kg当たり100円 

処理前の体重減少がないトリの場合、単価は277円。

もしトリが、消化管が完全に空になった後、餌なし
で1時間だけ置いておかれれば、個々のトリはその生
体重の0.3％(8g)を失うと推定され、体重は2760gと
なるでしょう。

トリの単価は276円に下がります。

1週間当たりの損失合計は100万円となります。
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捕鳥
捕鳥中のトリのストレスは最小限にするべきです。照度は
最低限にして、突然照度を上げることは避けるべきです。
捕鳥が日中に行われる時、主要なドアにカーテンを使用す
ることは、舎内の照度を最小限にする助けとなり、トリの
ストレスを減らすでしょう。

ヒートストレスを避けるために、捕鳥中は換気を注意深く
コントロールして調節しなければならず、トリが暑がって
いる兆候(パンチング)が無いかを細かく注意してモニター
するべきです。

捕鳥は手作業または機械で行うことができます。一般的
に、機械捕鳥の場合、1時間で4,000～5,000羽のトリを捕
鳥できます(写真2)。機械捕鳥の考えられる利点は(メー
カーの推奨に従い、適切な訓練をした上で正しく管理し
た時)は下記のようになります：

• 捕鳥ストレスおよび傷の割合が減少し、トリのウェル
フェアが向上します。

• 作業コストがより安くなります。
• 作業状態が向上します。

しかしながら、捕鳥機の初期導入コストは高く、全ての会
社で使用するには適していません。機械捕鳥は、鶏舎が幅
広く間柱(舎内構造上の障害物がない)のない近代的な設備
に適しています。

写真2：捕鳥機の例

手作業での捕鳥方法は、設備と労働力の確保しやすさに応じ
て国によって変わります。手作業での捕鳥作業者は通常、　
1時間当たり7,000～10,000羽のトリを捕鳥し、捕鳥カゴに入
れることができます。しかしながら、作業員の疲労度によっ
て左右され、シフト中、常にそのスピードで作業できるとは
限りません。鶏舎内に輸送モジュールを入れるためのフォー
クリフトトラックや鶏舎内を通る輸送モジュールの移動を補
助するためのポリ塩化ビニル(PVC)パイプ(写真3)の使用は、
手作業での捕鳥を容易にすることができます。

写真3：捕鳥を容易にするためのフォークリフトまたは
　　　 PVCパイプ

捕鳥作業者はトリの取扱いとウェルフェアについて正しく訓
練されなければなりません。苦痛、ダメージと負傷(例えば
打撲傷や 腰および翼の脱臼)を最小限にするために、トリ
を丁寧に捕まえ、両足を持つか、両手で胸を持つべきです。
トリの取扱いに関する明快なガイドラインを整えて、捕鳥の
過程は定期的にモニターとレビューをするべきです。

捕鳥中にトリの取扱い不備による最も一般的な傷害は、打撲
傷です。処理時のブロイラーで見られる打撲傷の約90-95％
は、屠殺前12時間の間で発生します。この内、一般的に35％
は飼育管理に原因があり、40％は捕鳥中に発生し、そして残
りは輸送、荷降ろしと懸鳥中に発生します。

どれだけ時間が経ったか、つまり打撲傷が発生した工程はど
の時点なのかを知るために、処理場で見られた打撲傷の色を
分析することは(表1参照)、どこに問題があるのか、そして
追加の訓練が必要なのかどうかを知る有用な方法です。
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表1：時間経過による打撲傷の色の変化

時間 色

少し前 赤

12時間 暗赤色 － 紫

24時間 淡緑色 － 紫

36時間 黄色、緑 － 紫

48時間 オレンジ

72時間 黄色 － オレンジ

96時間 わずかに黄色

120時間 通常の色

Hamdyら(1961年 )

捕鳥作業をモニターするために処理場からの従業員をメン
バーに配置することは、価値のあることです。

時折、打撲傷はカビ毒(例えばアフラトキシン)が原因とな
る場合があります。しかしながら、アフラトキシンは打撲
傷に対する感受性を増加させるだけであり、直接的な原因
ではありません。

打撲傷は何らかの傷害やトリの取扱い不備の結果として発
生するだけです。輸送モジュールはトリを入れすぎるべき
ではなく、現地の法律を遵守しなければなりません。も
し、モジュール当たりのトリの羽数が多すぎれば、過度の
温度上昇、トリのストレスと斃死率の増加、そして処理場
での廃棄発生率の増加が起こるかもしれません。輸送モ
ジュール当たりのトリの羽数は温度が高い場合には減らさ
なければなりません(正確な削減羽数を定める事は難し
く、温度、輸送モジュールのサイズおよび現地の法律によ
るでしょう）。

輸送
輸送車輌(写真4)は悪天候からトリが守れ、適切な換気が
でき、そして現地の法律が遵守できるようになっていなけ
ればなりません。

写真4：処理場へブロイラーを輸送するために　
　　   適切な車輌の例

トラックのトリ積載部分の局所環境は外の気温と湿度とは
異なり、もしかするとトリに対して危険かもしれません。
これは特に車輌が停止した時に言えます。換気および暖房
や冷房は必要な時に使用するべきです。輸送中の停車は最
小限にするべきです。

もし気候が暖かければ、夜間の輸送の方が良く、モジュー
ルの中を空気循環し続けるファンの使用を検討するべきで
しょう。輸送モジュールの2段毎に少なくとも10 cm(4 in)
の隙間を作るか、積荷全体に規則的な間隔で空のモジュー
ルを入れることで、空気の流れを良くし、ヒートストレス
を軽減することができるでしょう。

寒い気候では、冷えを最小限にするために積荷にカバーを
するべきであり、トリが快適な状態かどうかチェックする
べきです。

長時間の輸送は処理場でのトリの到着死羽数（DOA）を増
加させることがあります。トリを輸送する時は、輸送距離
を最小限にし、現地の法律に従って運転をします。輸送
ルートはあらかじめ計画し、輸送スケジュールを守らなけ
ればなりません。

保管
処理場に到着してからは、トリを涼しく、風雨に曝されな
い場所に保管しなければなりません(写真5)。湿度、温度お
よびトリが快適かを定期的にモニターするべきです。もし
トリが縮こまる(コールドストレス)またはパンチングして
いる(ヒートストレス)様子が見られたら、その環境は最適
ではなく、すぐに変更するべきです。

写真5：処理場での保管場所

ファンは保管場所でトリを涼しく保ち、良好な換気をする
助けになります(写真6)。ファンは、カゴを通る空気の流
れが均一になるように注意して位置を決めるべきです。ト
ラック間の適切なスペースを空ける、またはトラックのト
リ積載部分に空のモジュールを入れることは、トリの周囲
の空気の流れを改善する助けになるでしょう。
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写真6：トリを涼しく保つための保管場所でのファンの使用

高温時には、トリを涼しく保つために細霧装置を用いる
ことがあります。細霧機装置はよく整備されなければな
らず、トリから熱を奪う効果が下がってしまうため、相
対湿度が70％より高い時は使用するべきではありませ
ん。もし細霧装置を使用するならば、トリが処理ライン
に入る時に乾いている事が重要です。もしトリが濡れて
いると、水槽でのスタンニングの効果が減少し、トリの
ウェルフェアや屠体の品質を損なうかもしれません。

気候が涼しい時期には、保管場所に暖房を準備する必要

があるかもしれません。適切な換気はいつの時期でも必

要です。

処理場で保管している時間は最小限にして、出来る限り
早くトリを処理するべきです。長すぎる保管時間は、屠
体の品質と、更に重要なことにウェルフェアを損ないま
す。

結論

処理前のトリの管理は、ウェルフェア、食の安全、そし
て収益性に非常に大きな影響を与えることがあります。
処理前24時間にどのようにトリを管理するか、しっかり
理解を深めることが重要です：

• 処理場での糞便汚染を防ぎ、処理前の体重減少を最
小限にするために良好な餌切り処理を行います。

• 捕鳥は傷害を避けるために注意をして行い、そして
またトリを処理場へ輸送する時間を最小限にするよ
うに素早く効率的に行うべきです。

• 輸送車輌は、ストレスを最小限にするために、適切
なトリの保護と換気ができるようにしておかなけれ
ばなりません。

• 処理場での保管時間は最小限に保ち、保管場所の適
切な環境コントロールが重要です。

処理前のすべてのステージで、ウェルフェアを守りなが
ら、効率的な管理が行われているか、定期的にモニターと
レビューをするべきです。

本稿のガイドラインに従えば、農場から処理場への良好な
移行を達成し、ウェルフェア、屠体の品質および鶏群の利
益を最大限にする一助となるはずです。
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付録1
処理中に見られる消化管に及ぼす餌切り時間の影響

最適な餌切り時間(8-12時間)
• 空の嗉嚢。
• 空の腺胃。
• 空の筋胃(約30％のトリには少量の乾いた飼料が残って

いるかもしれません)。
• 少量のガスを含む組織が壊れていない平らな腸

不十分な餌切り時間(7時間以内) 
• 嗉嚢に飼料充満。
• 腺胃に飼料充満。
• 筋胃に飼料充満。
• 飼料充満の丸い腸。
• 内臓中抜き時、ループ状になった十二指腸が総排泄

口開口部近くにあり、開腹時に、容易に切れます。
その結果、屠体汚染が起こります。

長すぎる餌切り時間(13時間以上)
• 空の嗉嚢(胆汁で汚れているかもしれません)。嗉嚢が

くっついている屠体もあります。
• 空の腺胃(胆汁で汚れているかもしれません)。
• 敷料、飼料、糞便で充満した筋胃(胆汁で汚れている

かもしれません)。
• 肝臓の色が暗い。
• 大きくなった胆嚢。
• 粘膜の剥がれと、ガス過多の弱く薄い腸。

• 腸が裂けるリスクが増加します。高細菌汚染(例え
ばサルモネラ)リスク。
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最適な餌切りがなされた時に
見られる小腸の例

不十分な餌切りをした時に見られる嗉嚢と
小腸の例

長すぎる餌切りがなされた時に見られ
る小腸の例
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